














































して、土地を耕す agricultura になったのである。したがって、cultio は耕作で
あり、agricultio は農業を営むという意味であることから、英語で農業は
agriculture であり、agri-culture として土・土地の文化である。文化 culture の






















 ドイツ語でも農業は Agrikultur, Landwirtschaft であり、いずれも女性名詞で
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者への依存感情をもつこともまた、人間の本性に属することである。これも
程度問題であろうが、過保護・過干渉になることには注意しなければならな
い。 
 上記のことは、農においても妥当する警告となる。ハウス栽培の功罪とし
ての本物の味が出せるかという問題とも重なる。自然な生活に合わせた生産
と収穫が望ましい農業を、日常生活の中でどのように位置づけているのかで
あり、経営戦略としての農が先行していてよいのかどうかである。 
 
おわりに 
 本稿は、この「農の世界観」がもっている多様な役割を「教育」という人
間に固有の行為とどのように結び付けることができるかを解明しようとした
試みである。世界観である以上、そこには歴史的・思想的背景を無視するこ
とは許されないが、そうした視点は文化人類学や社会史研究に委ねて、ここ
ではより現実的課題と関連づけて、人間が人間性を豊かに形成する際に不可
欠とされる「農の世界」を浮き上がらせることに努めた。 
 こうした観点を心底から納得できるようになるためには、自らがまず「農
の世界」に直接関わることなしには不可能である。教育思想で言えば、本書
でも触れた自然主義教育思想のルソー、平和な世界を築くために必要な感性
の教育を唱えた H・リード（H.Read)、体験的作業がもたらす人間形成の役割
を解明した G・ケルシェンシュタイナー（G.Kerschenschteiner)、などを無視
できない。しかし同時に、自然と触れることで「農の世界」の価値が実感で
きることを考えると、何よりも大切なことは理論と実践の両立という厳しい
課題に取り組むことである。幸い、家庭菜園という「農の世界」に関わるさ
さやかな活動を約 15 年間ほど体験してきたことが、この課題を正面から受け
止める契機になったことは確かである。 
 学習指導要領での指示内容や教科書の記述からも知られるように、「農」に
関する教授・学習の不可欠性を唱える多くの指摘がなされている。だが、肝
心なこととして、児童・生徒たちが農の世界について学習しているという実
感をもっているかどうかである。この実感のひとつに、関係性を維持し豊か
にする「信頼」という感情の問題がある。いわゆる「自然は嘘をつかない」
という言葉のとおり、人間が心を込めて「農の世界」に関わっていくと、そ
の思いに自然が応えてくれることを実感できるような学びの機会を用意して
いるかどうかが問われる。直接に触れ合うことで成立する関係性の意味を全
身で体験できるのが農の世界との関わりにはある。ここには人間と自然との
間に往還関係が存在するから、一方から他方への一方通行の関わり方は両者
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の関係性を破綻に導くことを学ぶのである。 
 以上のように、その一部を指摘するだけでも、農の世界をとおして自然と
の共生が人間形成にもたらす意義は実に多様で大きいのである。 
